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｀

 の

け  り ¬ 継 像 の
ま  ま 山 之 の 都

ハ

出   会  懇
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七
、

ヽ

、

ｆ

記
平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日

（土
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

（
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
東
口
隣
り
）

〒

９

４

０

ｏ
０

０

４

８

長
岡
市
台
町
２

１
８
１
３
５

（電
話
０
２
５
８

１
３
７

１
１
１
１
１
）

午
後
四
時
よ
り

午
後
五
時
開
会

一
、
開
会
の
辞

一
、
経
過
報
告

一
、
そ
の
他

一
、
閉
会
の
辞

演
題

『
河
井
継
之
助
の
政
治
姿
勢
―
改
革

に
み
る
済
世
思
想
―
』

講
師

「河
井
継
之
助
記
念
館
」

館
長
　
　
稲
川
明
雄
氏

午
後
六
時
二
十
分
開
会

会
員
　
　
　
人
○
○
○
円

ご
家
族
　
　
七
〇
〇
〇
円

（
一
人
）

同
封
の
振
替
用
紙
に
会
費
と
共
に

十
月
十
五
日

（月
Ｔ
ま
で
に

お
申
込
み
下
さ
い
。



河
丼
継
え
助

の

政
治
姿
勢

―

改
革

に
み
る

済

せ
思

想
―

「河
井
継
之
助
記
念
館
」
館
長

稲

川

明

雄

司
馬
遼
太
郎

の
歴
史
小
説

『
峠
』

で
紹
介
さ
れ
た
長
岡
藩
家
老
河
井
継

之
助
助
の
業
績
と
人
間
性
を
紹
介
し

た
い
と
お
も
い
ま
す
。

河
井
継
之
助
と
い
う
人
物
は
、
幕

末
の
長
岡
藩

（
石
高
七
万
四
千
余
石
、

藩
主
牧
野
氏
）
に
彗
星
の
如
く
あ
ら

わ
れ
、
改
革
を
断
行
し
、
北
越
戊
辰

戦
争
を
勃
発
さ
せ
て
、
最
後
は
悲
運

の
最
期
そ
遂
げ
た
人
物
で
す
。

作
家

の
司
馬
遼
太
郎
は
、
河
井
継

之
助
が
日
本
近
代
史
に
あ
ら
わ
れ
な

か

つ
た
ら
、
日
本
の
歴
史
が
重
層
な

も
の
に
は
な
ら
な
か

っ
た
と
評
価
し

て
い
ま
す
が
、
彼
の
と

っ
た
政
治
姿

勢
は
、
そ
の
後
の
長
岡
の
歴
史
、
日

本
の
歴
史
に
影
響
を
与
え
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
河
井
継
之
助
の
政
治
姿
勢

の

原
点
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
、
人
間

性
が
ど
う
地
域
の
文
化
や
精
神
土
壌

に
影
響
を
与
え
た
か
を
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
間
は
日
々
、
心
身
を
新
た
に
生

活
を
し
、
道
を
求
め
る
も
の
で
す
が
、

そ
れ
に
は
環
境
と
い
う
か
社
会
体
制

に
惑
わ
さ
る
る
こ
と
が
多

い
も
の
で

す
。継

之
助
は
陽
明
学
を
学
び
、
済
世

思
想
を
基
点
に
改
革
を
行

っ
て
い
ま

す
か
ら
、
実
践
例
を
解
説
し
ま
す
。

略
歴

稲
川
明
雄
氏

昭
和
十
九

（
一
九
四
四
）
年

新
潟
県
長
岡
市
生
ま
れ

長
岡
市
立
互
尊
文
庫
司
書

長
岡
市
史
編
纂
室
長
、
長
岡
市

立
中
央
図
書
館
長
を
経
て
、

現
在
、
河
井
継
之
助
記
念
館
長

長
岡
造
形
大
学
非
常
勤
講
師

長
岡
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
顧
問

著
書
に

『
河
井
継
之
助

・
立
身

は
孝

の
終
わ
り
と
申
し
候
』

『
長
岡
城
落

日
の
涙
』
『
長
岡
城
燃

ゆ
』
『
長
岡
城
奪
還
』

（
恒
文
社
刊
）

『
長
岡
藩
』
（
現
代
書
館
刊
）
『
龍

の

如
く
―
出
版
王
大
橋
佐
平
の
生
涯
』

（
博
文
館
新
社
刊
）
『
互
尊
翁
』
（新

潟
日
報
事
業
社
刊
）

共
著
に

『
米
百
俵
と
小
林
虎
三
郎
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
刊
）
な
ど
。

編
著
に

『
北
越
戊
辰
戦
争
史
料
集
』

（新
人
物
往
来
社
刊
）



京
都
参
与
に
転
勤
し
た
た
め
、
根

て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ

本
副
幹
事
経
営
の
大
泉
中
央
ク
リ

以
上
で
総
会
を
終
了
、
引

ニ
ク

東^
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園

六

‐
二
七
‐
二
）
に
変
更
に
な
っ

て
竹
内
正
也
先
生
の
特

平
成
十
仇
年
度
艮
陵
同
窓
会
関

東
連
合
会
春
季
総
会
開
催

首
題
の
総
会
は
、
平
成
十
九
年

六
月
十
六
日

（土
）
、
午
後
四
時
三

十
分
か
ら
、
市
ヶ
谷
私
学
会
館
ア

ル
カ
デ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。

一本
総
会
に
は
、　
一
時
体
調
を
崩

さ
れ
て
い
た
神
津
前
会
長
も
元
気

な
姿
で
出
席
さ
れ
た
。

ま
た
、
秋
季
総
会
を
主
宰
さ
れ

る
新
潟
艮
陵
会
長
丸
岡
稔
先
生
は

じ
め
群
馬
、
茨
城
か
ら
も
出
席
者

が
あ
っ
た
が
ハ
若
手
の
出
席
者
が

少
な
く
総
勢
三
十
名
で
あ
っ
た
。

高
橋
会
長
の
挨
拶
で
は
、
関
東

艮
陵
会
は
会
員
数

一
六
二
人
名
と

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
の
中
で
は
、

宮
城
県
に
次
い
で
最
も
会
員
数
が

多
い
の
で
、
本
総
会
出
席
者
が
会

員
数
の
二
％
で
は
少
な
す
ぎ
る
。

若
手
に
も
つ
と
関
心
を
も
つ
て
頂

く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、

若
手
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
会
の
運

営
な
ど
の
提
言
が
あ
っ
た
。

庶
務
報
告
と
し
て
、
事
務
局
は

高
橋
会
長
が
杏
雲
堂
病
院
か
ら
東

た
こ
と
、
本
年
の
秋
季
総
会
は
、

新
潟
県
長
岡
市
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
に
お
い
て
平
成
十
九
年
十

月
二
十
七
日
開
催
予
定
で
あ
る
こ

と
、
百
周
年
記
念
全
学
同
窓
会
東

京
大
△

三
日

（

女
医
△
が
平
成
十
九
年
七
月
七
日

Ｍ
　
∵
↑
　
〓
お
蝕
目
に
お

催
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ

「国
際
的
医
療
支
援

・

験
―
日
本
の
病
院
界
の

望
し
て
―
」
に
移
っ
た
。

現
在
全
国
公
私
病
院
連
盟

を
務
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

の
政
府
の
低
医
療
費
政
策

が
平
成
十
九
年
六
月
二
十

の
公
私
病
院
の
抱
え
る

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
、

つ
い
て
、
ま
ず
述
べ
ら
れ

き
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し

界
各
地
の
医
療
支
援

・

験
の
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド

に
つ
い
て
約

ご
時
間
に
わ
た
る
極

め
て
感
銘
深
い
ご
講
演
を
頂
い
た
。

写
真
撮
影
後
会
場
を
移
動
し
て
会

食
、
各
人
の
近
況
報
告
に
続
い
て
、

ア
フ
タ
ー
デ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

移
っ
た
。

今
回
は
根
本
宏
先
生
（昭
四
十

一
卒
、
本
会
副
幹
事
長
）
と
そ
の
師

匠
掃
部
彰
子
さ
ん
に
よ
る
師
弟
の

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
演
奏
会
が
行
わ
れ

た
。
根
本
先
生
の
演
奏
は
練
習
の

甲
斐
あ
り
中
々
立
派
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
何
と
言
つ
て
も
ア
ン
コ

ー
ル
で
演
奏
さ
れ
た
荒
城
の
月
を

神
津
康
雄
前
会
長

（昭
十
九
卒
）

が
も
の
す
ご
い
声
量
で
絶
唱
さ
れ

一
同
盛
り
上
が
り
最
後
の
良
い
締

め
と
な
っ
た
。
（文
責
高
橋
俊
雄
）

（土
）

い
て

い
て

事
か

で
あ］樺一赫̈

中一躊中彎「赫韓

度
は
新
し
い
名
簿
を
本
部
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
作
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
次
に
秋
季
総
会
の
準
備
状
況

が
あ

っ
た
。

報
告
と
し
て
岩
瀬
会
計
幹

し
な
が
ら
昨
年
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
行
わ
れ
た
世
界
ュ
ト
リ

バ費
徴
収
率
は
約
四
〇
％

イ

ー
医
療

が
、
本
年
も
若
干
の
黒
字

△

囀
島
ノ
ａ
ｒ
■
７
エ

ー

ム

ｄ
‘

７

ト

講
演

の
経

一を
希

生
は

△
〓
二Ｘ

現
在

下
で続 に

、
世

の
経

を
示

根
本
　
宏
先
生

（昭
四
一
卒
）
と
師
匠
の
掃
部
彰
子
　
Ｈ

さ
ん
の
息
の
合
っ
た
演
奏
は
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
　
Ｈ

披
露
し
た
曲
日
は
バ
ッ
ハ
に
始
ま
り
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

“

エ
ッ
ク
レ
ス
、
マ
ス
ネ
ー
ま
で
、
年
期
の
入
っ
た
演
奏

“

で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
特
に
最
後
の
曲
、
ホ
ル
ム

”

ベ
ス
ク
作
曲
の

「望
郷
の
バ
ラ
ー
ド
」
は
、
根
本
先
生

”

自
身
が
大
好
き
な
作
品
だ
と
い
う
こ
と
ヽ
あ
り
、
故
郷

¨

を
捨
て
て
流
浪
し
て
い
く
人
の
哀
愁
や
、
」斐
へ
、
別
離

Ｈ

し
て
き
た
人
々
へ
思
い
‥
そ
れ
ら
が
切
な
く
や
る
せ
な

＝

さ
で
迫
る
中
に
も
い
う
に
い
わ
れ
ぬ
甘
美
さ
を
た
だ
よ

“

わ
せ
た
、
心
を
打
つ
名
演
奏
で
し
た
。
（Ｔ
）　
　
　
　
“

ッ
ク
会
議
、
ア
フ
リ
カ

・

ル
訪
間
、
中
国
北
東
部
と

交
流
、
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
訪

』

●

■

■

■
■

口

■
■

■

■

■
■

■

■

■

■
■

■

口

■

■



東
北
大
学
創
立
百
周
年

祝
賀
講
演
会
開
催
さ
る

表
記
会
合
が
　
ニハ
月
二
十
三
日

（土
）
午
後
二
時
よ
り
神
田

。
学
士

会
館
で
行
わ
れ
た
。

全
学
同
窓
会
関
東
支
部
総
会
の
後
、

井
上
明
久
総
長
よ
り

「井
上
プ
ラ
ン
２
０
０
７
と
東
北
大

学
の
次
の
１
０
０
年
」
と
題
し
て
、

「挑
戦
」、
「創
造
」、
「革
新
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
各
学
部
の
一
層

の
世
界
交
流
と
世
界
リ
ー
デ
ン
グ

・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
イ
と
し
て
の
世
界
中

の
大
学
の
中
で
の
評
価
の
さ
ら
な
る

上
昇
を
は
か
る
旨
を
示
さ
れ
た
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
に
引
き
続
き
、
瀬
名
英
昭
氏

（薬
、
平
成
二
年
卒
、
Ｓ
Ｆ
作
家
、

ロ
ボ
ツ
ト
エ
学
者
、
工
学
部
機
械
科

特
任
教
授
）
に
よ
る
特
別
講
演

「百
年
後
の
未
来
を
考
え
る
」
で
、

多
く
の
分
野
で
世
界
中
の
グ
ロ
バ
ー

ル
化
が
進
み
、
世
界
交
流
が
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

次
い
で
大
西
副
学
長
に
よ
る
百
周

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、

さ
ら
に
庄
子
大
学
理
事
よ
り
、
記
念

事
業
基
金
が
予
定
五
十
億
に
対
し
て

７
０
パ
ー
セ
ン
ト
達
成
さ
れ
た
こ
と

な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

祝
賀
講
演
会
終
了
後
、
懇
親
会
に

移
っ
た
。
前
座
と
し
て
東
北
大
学
男

性
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
に
よ
る
見
事
な
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
数
曲
の
披
露
に
続

い
て
、
神
津
支
部
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

三
百
名
に
近
い
参
会
者
に
よ
る
各
学

部
同
窓
生
同
志
の
懇
親
の
場
が
開
か

れ
、
楽
し
い
交
歓
光
景
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
た
。

約

一
時
間
半
後
の
午
後
六
時
半
、

恒
例
の
神
津
先
生
の
発
声
に
よ
る

「荒
城
の
月
」
の
合
唱
に
続
い
て
、

大
学
校
歌

「青
葉
燃
ゆ
る
」
を
斉
唱

の
後
閉
会
し
た
。

医
学
部
か
ら
の
出
席
者
は
―

神
津

（昭
お
）、
浦
本

含
９
、
永
井

（導
）
、
信
田

０
９
、
近
藤

（郎
）、

田
家

♂
じ
、
高
橋

（俊
）
（Ｓ
）、
林

↑
Ｈ）
、
根
本

含
じ
，
依
田

（い
じ
、

の
諸
先
生
、
計
十
名
で
あ
っ
た
。

会
終
了
後
、
関
東
支
部
幹
事
十
数

名
が
神
津
支
部
長
を
囲
ん
で
当
初
こ

の
会
開
催
に
つ
い
て
大
学
本
部
と
多

少
の
意
見
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
大
成
功
で
あ
っ
た
こ

と
、
ま
た
募
金
の
半
数
近
く
が
関
東

支
部
関
係
よ
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と

に
大
い
に
気
炎
を
挙
げ
た
。

（昭
導

・
信
田
記
）

平
成
十
九
年
度
女
医
部
会
は
、
七

月
七
日

（土
）
七
夕
の
日
、
例
年
の

如
く
麹
町
Ｆ
Ｍ

「
Ｐ

Ｆ
お
昌

十

一
階
で
十
二
名
の
参
加
者
を
得
て
開

催
さ
れ
た
。

午
後
五
時
か
ら
小
林
啓
子
先
生
の

ご
紹
介
で
、
世
界
最
高
齢
の
女
性
国

際
ラ
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
能
城
律
子
さ

ん
の
ご
講
演
を
頂
い
た
。
能
城
律
子

さ
ん
は
、　
一
九
二
五
年
生
ま
れ
、
三

十
五
歳
時
に
子
官
が
ん
の
手
術
、
四

十
三
歳
時
に
乳
が
ん
手
術
を
受
け
、

そ
の
後
、
他
側
乳
腺
に
転
移
し

「余

命
三
年
」
の
宣
告
を
受
け
、
両
側
乳

一房
を
失
つ
た
。　
一
九
七
二
年
に
世
界

に
先
駆
け
て
ホ
テ
ル
内
の
託
児
所
を

開
設
。
病
魔
を
乗
り
越
え
ラ
リ
ー
参

加
を
決
意
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

み
五
人
歳
で
国
際
Ａ
級
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得

　̈
一
九
九
五
年
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
ン
・
サ
フ
ア
リ
に
出
場
し
完
走

し
、
女
性
部
門
１
位
と
な
っ
た
。
六

十
歳
で
パ
リ

・
ダ
ガ
ー
ル
ラ
リ
ー
に

参
戦
完
走
を
遂
げ
、　
一
九
九
六
年
マ

ス
タ
ー
ラ
リ
ー

（パ
リ
～
サ
マ
ル
カ

ン
ド
～
モ
ス
ク
ワ
）
に
参
戦
。　
一
万

キ
ロ
も
の
過
酷
な
コ
ー
ス
を
完
走
し

た
¨
二
〇
〇
〇
年
マ
ス
タ
ー
ラ
リ
ー

で
コ
ー
ス
を
逆
走
し
て
き
た
車
と
正

面
衝
突
。
肋
骨
四
本
骨
折
、
顔
面
打

撲
等
の
重
傷
を
負
っ
て
緊
急
入
院
。

二
〇
〇
四
年
イ
ラ
ク
ヘ
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
物
資
を
現
地
に
入
り
届
け
る
。
二

〇
〇
六
年
北
海
道
増
毛
町
の
子
供
た

ち
と
交
流
、
桜
の
木
三
〇
〇
本
植
樹

を
行
う
な
ど
、
大
変
迫
力
の
あ
る
講

演
で
あ
っ
た
。
講
演
終
了
後
は
、
皇

居
の
美
し
い
緑
を
眺
め
な
が
ら
懇
親

会
に
入
り
、
各
人
の
近
況
報
告
な
ど

楽
し
い
話
に
時
を
忘
れ
午
後
八
時
頃

散
会
し
た
。
今
回
は
女
医
の
他
に
高

橋
会
長
、
押
田
副
会
長
、
新
田
幹
事

長
、
根
本
副
幹
事
長
も
特
別
参
加
し

た
。

”．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・̈

　̈
会
費
納
入
の
お
願
い
　
　
　
　
　
　
　
¨

　̈
今
年
度
会
費
三
千
円
を
同
封
の
振
替
用
¨

　̈
紙
に
て
ご
納
入
く
だ
さ
い
。
総
会
会
費
¨

　̈
も
同
様
に
願
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
¨

　̈
東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
¨

　̈
　
関
東
連
合
会
東
京
支
部
　
　
　
　
　
¨

¨
　
〒

一
七
八
―
○
〇
六

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

　̈
一塁
昼
郡
線
馬
区
大
泉
学
園
町
六

‐
二
七

‐
二
　

¨

　̈
　
　
　
大
泉
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
　
　
　
　
　
¨

　̈
　
電
話
　
〇
三

（二
九
二
三
）
五
六
七
八
　
　
¨

¨
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
三

全
二
九
二
一こ

五
六

一
八
　
　
¨

　̈
　
　
　
　
〇
三

（三
九
二
一こ

五
六
九
八
　
　
¨

●．

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

子

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥
．


